
 

               小平ゲートゴルフの 規定 （マナーと エチケット） 

                              制定 昭和 63年 1月 小平市体育指導委員会 

                              改定 令和 2年 11月 小平ゲートゴルフクラブ 

 

1） スポーツの語源はラテン語で｢楽しむ｣という意味だそうです 

  プレイする仲間の人たちと全員が楽しめるように、ルールを守りプレイしましょう 

 

2） 人に不快感を与えるような言動をしないように心がけ、勇気づけるような言葉使いをしましょう 

 

3） 自分自身で健康管理を心がけしましょう プレイする前には身体をほぐすような準備運動をしましょう。体

調が｢悪いナ～｣と感じたときには、無理せずに休みましょう。個人プレイが原則ですから休んでも、誰に

も迷惑をかけません。 

 

4） 競技中は｢フェアプレイ｣を心がけ、スコアは誤記、過少申告が無いように、記入しましょう 

 

5） 準備段階でのマナーとして、①服装は動きやすいものが良いです ②プレイの前には用具を点検しまし

ょう ③パートナーとはあいさつを交わし、簡単な自己紹介をしましょう 

   現在、コロナ禍にあっては、マスクの着用、手洗いを励行しましょう（暑い日は水分補給） 

 

6） 競技中のマナー（競技妨害・危険防止・競技時間の遅延防止） 

  ①他の人が打つときには｢静かに！｣すること 

  ②打つ人の近くには立たないこと 

  ③前の組に打ち込んではいけない。（ゲート通過まで待つ） 

  ④打つときに長く時間をかけないこと（急ぐことはないので適度に） 

 

7） 競技の前に 

  ①自分のステイックとボールの確認（ゲートボール用と同じですが、長尺のものも可能） 

  ②帽子、ジャンパーなど季節に応じて着用 

  ③水分補給出来るよう飲料を準備する（あめ玉もいい） 

 

8） 競技会の準備へのご協力 

  ①競技会への参加の事前申告を取り纏め部署に連絡すること 

  ②当日、自己都合で出席出来ない場合には、電話連絡すること 

  ③当日、スタート 10分前までに競技受付をすること 

  ④準備運動は各自で行って下さい 

 

9） 競技会の準備・後片付け 

  ・ 清掃 ・道具の片付けなどみんなで協力して綺麗にして帰りましょう！   以上 

 

 

 

 



 

 

              小平ゲートゴルフの 競技規則       

 平成 9年 4月制定、平成 28年 6月改訂、令和 2年 11月改訂 

                                           小平ゲートゴルフクラブ 

1． 組み分けとマーカー 

・3～4人一組で一緒に廻るものとする 

・打順は、その組の中で取り決めて良い 

・マーカー（競技推進・点数の確認の纏め者）は成績記入の確認をすること また、競技の円滑な進行を

図るための指導をしても良い 

2． スタート 

・スタートは各ホールより、｢プレーボール｣の合図と共に一斉にスタートするショットガン方式 

 とする 競技の前半にアウトコース（①～⑨番）をまわり、後半にインコース（①～⑨番）を 

まわる 

3． 打撃（空振り追記） 

・スタートはスタートラインの上（スタートマットの上）にボールを置いて打ち、カップインまで 

 続けて打つ（ステイック・ヘッドのフェースで打つものとする） （空振りは罰打無しとする） 

4． ゲート通過 

・ゲート通過は、スタート側から通過させること、ゲート通過しない場合には、裏に回ってもう一度 

 ゲートの手前に戻してから通過させる 

・ゲート通過せずにカップに入った場合には、罰打無しにボールをカップから取り出し、カップの 

 縁にボールを置いて打撃を続ける 

5． 罰打(改訂・追記) 

・OBやハザード（小池のマーク内、藪の中など）に入った場合には一打罰を加える 

・OBのときには、打撃時点に戻して、一打罰で打ち直す 

・ハザード入りした場合、小池マークの後ろから、藪の中の場合にはホールに近づかない地点 

 から一打罰で打ち直す 但し、中央公園コースで藪から打てる場合には打っても良い 

・ボールが旗竿(フラッグ)に当たっても罰打は無い 

・ボールが旗竿で止まり、旗竿を抜いてカップインした場合には、罰打無しでインと見做す 

6． ギブアップ（そのホールの競技の打ち留め） 

・ひとつのホールの打数がそのホールのパーの数の二倍（ダブルパー）まで打ったらそのホールをギブア

ップとし、記録は打数＋1打を加算して記入する パー3のホールは 7打、パー4の 

ホールは 9打、パー5のホールは 11打と記入する 

7． 成績表の打数は記入（数字） 

・各ホール毎に打数を他のプレイヤーが確認して記入し、マーカーの方は各ホール終了後 

全員の打数を再確認する（読み上げる） 

8． ハンディキャップは無し(①新ペリア方式のハンディキャップは取り入れない ②上位入賞者のハンディキ

ャップもつけない③男女のハンディキャップもつけない) 

9． 成績順位者の判定 

・同点の場合には、年長者を上位とする                           以上 

  

 


